
   

 

令和６年９月６日 

 

令和５年度 特別の教育課程の実施状況等について 

 

広島県  

学 校 名 管理機関名 設置者の別 

英数学館中学校（外２校） 学校法人広島加計学園 私立 

 

１．学校における特別の教育課程の編成の方針等に関する情報 

https://www.eisu-ejs.ac.jp/evaluation/202409066062.html 

 

２．学校における自己評価・学校関係者評価の結果公表に関する情報 

https://www.eisu-ejs.ac.jp/evaluation/202409066062.html 

 

３．特別の教育課程の実施状況に関する把握・検証結果 

（１）特別の教育課程編成・実施計画に基づく教育の実施状況 

   ・計画通り実施できている 

   ・一部、計画通り実施できていない 

   ・ほとんど計画通り実施できていない 

 

（２）実施状況に関する特記事項 

  ※（１）で「一部、計画通り実施できていない」又は「ほとんど計画通り実施できていない」を選択

した場合は、必ず記載する。 

    

 

（３）保護者及び地域住民その他の関係者に対する情報提供の状況 

   ・実施している 

   ・実施していない 

 

  ＜特記事項＞ 

     

 

３． 実施の効果及び課題 

（１）特別の教育課程の編成・実施により達成を目指している目標との関係 

英語で学ぶイマージョン教育を実施することにより、英語を理解し、コミュニケーションの 

https://www.eisu-ejs.ac.jp/evaluation/202409066062.html
https://www.eisu-ejs.ac.jp/evaluation/202409066062.html


   

 

   

 

ツールとして使いこなすことができる技能を身に着けさせる。学んだ英語を使い、さまざま 

な文化的背景を持つ外国人と交流をする中で、多様な視点や価値観の存在に気づかせ、異文 

化に対する共感や、自国文化への理解につなげる。 

 

（２）学校教育法等に示す学校教育の目標との関係 

英語を使った海外との交流によって、学習の舞台を海外にも広げることにより、単に知識を 

広げるだけでなく、得た知識を使って物事を多面的かつ批判的にとらえることが期待できま 

す。その中で、自分自身を理解し、国際社会の中で自分自身が果たす役割を見出し、そのこ 

とが見通しをもった主体的な学習につながり、必要な知識・技能の高いレベルでの習得につ 

ながると考えています。 

 

４．課題の改善のための取組の方向性 

 

コロナにより海外との対面での交流が制限されていましたが、沈静化に伴って段階的に相互 

訪問による交流を再開していきます。 


